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令和元年度能代市騒音・振動調査（抜粋） 

○指定地域の騒音調査 

調査地点： 秋田県能代市鰄渕古川反地内 東能代中学校跡地 

調査実施日：令和元年 10 月９日 11:00 ～ 令和元年 10 月 10 日 11:00 

 

・環境基準について 

 一般環境における環境基準値は以下に示すとおりである。 

  本調査地点の地域指定は第一種住居地域であり、地域の類型はＢ類型である。Ｂ

類型とは、主として住居の用に供される地域である。 

                  

（平成 10.9.30 環境庁告示第 64号） 評価値：ＬAeq 

地域の類型  

ＡＡ：療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など特に静穏を要す 

る地域 

    Ａ ：専ら住居の用に供される地域 

    Ｂ ：主として住居の用に供される地域 

    Ｃ ：相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域 

 

 

・ 騒音測定結果について 

測定結果の騒音レベルは、以下に示すとおりである。 

本調査地点の等価騒音レベルは、昼間が基準値（55[dB(A)]）に対して 50[dB(A)]

、夜間が基準値（45[dB(A)]）に対して 41[dB(A)]と、いずれも環境基準値を下回っ

た。 

 

基準 

時間帯 

平均値 

時 間 区 分 LAeq 
時間率騒音レベル[dB(A)] 

Lmax 
LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 

昼間（16 時間帯） 

6:00～22:00 
50 53 51 48 45 45 76 

夜間（8時間帯） 

22:00～6:00 
41 45 43 39 37 37 63 

 

地域の類型 

基 準 値 [dB(A)] 

昼 間 

 
夜 間 

ＡＡ 50dB 以下 40dB 以下 

Ａ及びＢ 55dB 以下 45dB 以下 

Ｃ 60dB 以下 50dB 以下 
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○自動車交通騒音測定調査 

 調査地点 

   調査地点は、以下に示す 5評価区間及び 5騒音測定場所で実施した。 

 

一

連

番

号 

評価 

区間 

番号 

 

路線番号 

H27 

ｾﾝｻｽ 

番号 

区間 

延長 

（km） 
測定場所 

評価区間 

起 点 終 点 

1 10210-1 
秋田県能代市 

字高塙 165-1 

秋田県能代市 

字寿域長根 

秋田県能代市 

字高塙 
一般国道 7号 10210 2.1 

2 10210-2 
秋田県能代市 

字中関 42-1 

秋田県能代市 

字高塙 

秋田県能代市 

字一本木 
一般国道 7号 10210 1.4 

3 10220-1 
秋田県能代市 

鰄渕字一本柳 97-1 

秋田県能代市 

字一本木 

秋田県能代市 

鰄渕字古屋布 
一般国道 7号 10220 0.9 

4 10221-1 
秋田県能代市 

扇田字道地 145-1 

秋田県能代市 

鰄渕字古屋布 

秋田県能代市 

扇田字山下 
一般国道 7号 10221 1.4 

5 60420-1 
秋田県能代市 

字一本木地内 

秋田県能代市 

鰄渕字下悪戸 

秋田県能代市 

字一本木 
東能代停車場線 60420 0.6 

 

 

調査実施日 

調査実施日は、以下に示すとおりである。 

 

一

連

番

号 

測定場所 調査実施日 

1 秋田県能代市字高塙 165-1 令和元年 10月 9日 11:00 ～ 令和元年 10月 10日 11:00 

2 秋田県能代市字中関 42-1 令和元年 10月 9日 11:00 ～ 令和元年 10月 10日 11:00 

3 秋田県能代市鰄渕字一本柳 97-1 令和元年 10月 9日 11:00 ～ 令和元年 10月 10日 11:00 

4 秋田県能代市扇田字道地 145-1 令和元年 10月 9日 11:00 ～ 令和元年 10月 10日 11:00 

5 秋田県能代市字一本木地内 令和元年 10月 9日 11:00 ～ 令和元年 10月 10日 11:00 
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・環境基準値について 

道路に面する地域の環境基準値は、以下に示すとおりである。 

（平成 10.9.30 環境庁告示第 64号） 評価値：ＬAeq 

地 域 の 区 分 

基 準 値 

昼 間 夜 間 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 60[dB]以下 55[dB]以下 

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域

及びＣ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する

地域 

65[dB]以下 60[dB]以下 

※この場合において、幹線交通を担う道路に近接する空間については、上表にかかわ

らず特例として次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。 

昼 間  70[dB]以下 夜 間  65[dB]以下 

備考 個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が

営まれていると認められる時は、屋内へ透過する騒音に係る基準（昼間にあっては

45dB 以下、夜間にあっては 40dB 以下）によることができる。 

「幹線交通を担う道路」とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び市町

村道（市町村道にあっては４車線以上の区間に限る）等を表し、「幹線交通を担う道

路に近接する空間」とは、次の車線数の区分に応じ道路端からの距離によりその範

囲を特定している。 

・２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路  15m 

・２車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路 20m 
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・騒音測定結果について 

測定結果の騒音レベルは、交通量は以下にに示すとおりである。 

本年度の道路近傍における等価騒音レベル測定結果は、昼間で 60～68[dB(A)]の範

囲、夜間で 51～62[dB(A)]の範囲であり、昼間と夜間ともに「幹線交通を担う道路に

近接する区域」に係る昼間の基準値（70[dB(A)]）及び夜間の基準値（65[dB(A)]）の

基準値内であった。 

12 時間交通量測定結果は、｢道路交通センサス（2015 年度 国土交通省）｣と比較し

て、No.1、No.5 においては、昼間は大きな変化がみられなかったものの、夜間は減

少がみられた。一方、No.2 においては、昼間と夜間ともに減少がみられた。また、

No.3 においては昼間と夜間ともに大きな変化はみられず、No.4 においては、昼間と

夜間ともに増加がみられた。なお、本調査における交通量測定については、昼間と

夜間の基準時間帯において各 2 観測時間の実施であり、騒音測定結果を補完するた

めの観測項目としての参考値である。 

 

騒音レベル 

一

連

番

号 

測定場所 
路線 

番号 

道路近傍騒音 背後地騒音 

車道か

らの距

離 

等価騒音レベル 
車道から

の距離 

等価騒音レベル 

昼間 夜間 昼間 夜間 

m dB(A) dB(A) m dB(A) dB(A) 

1 
秋田県能代市 

字高塙 165-1 
一般国道 7号 6.2 65 61 36.2 48 44 

2 
秋田県能代市 

字中関 42-1 

一般国道 7号 
9.6 65 61 54.1 54 52 

3 

秋田県能代市 

鰄渕字一本柳

97-1 

一般国道 7号 

9.2 68 62 59.2 56 54 

4 

秋田県能代市 

扇 田 字 道 地

145-1 

一般国道 7号 

6.6 64 62 34.3 53 51 

5 
秋田県能代市 

字一本木地内 

東能代 

停車場線 
4.0 60 51 16.6 50 43 
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 交通量 

一

連

番

号 

測定場所 
路線 

番号 

12 時間交通量（昼間） 12 時間交通量（夜間） 

ｾﾝｻｽ 

(2015) 
実測 

ｾﾝｻｽ 

(2015) 
実測 

大型 

小型 

大型 

小型 

大型 

混入

率 

平均 

速度 

大型 

小型 

大・ 

小型 

大型 

混入

率 

平均 

速度 

台 台 ％ km/h 台 台 ％ km/h 

1 
秋田県能代市 

字高塙 165-1 
一般国道 7号 16,178 14,940 5.1 48.7 2,998 1,728 14.6 54.2 

2 
秋田県能代市 

字中関 42-1 

一般国道 7号 
16,178 13,068 4.4 49.0 2,998 1,764 12.2 58.5 

3 

秋田県能代市 

鰄渕字一本柳

97-1 

一般国道 7号 

10,795 11,088 6.5 48.3 2,051 1,728 12.5 53.7 

4 

秋田県能代市 

扇 田 字 道 地

145-1 

一般国道 7号 

4,281 6,372 15.3 39.8 813 1,332 18.9 30.9 

5 
秋田県能代市 

字一本木地内 

東能代 

停車場線 
3,264 2,916 1.2 52.1 783 108 33.3 27.4 

 

・面的評価結果について 

 評価結果の環境基準達成率は、以下に示すとおりである。 

本年度の環境基準の達成率は、能代市全体で 100.0[％]（昼夜とも基準値以下）で

あった。 

一

連

番

号 

測定場所 
路線 

番号 

昼夜とも基準値以下（環境基準達成率） 

全体 [％]      
（基準値以下戸数/対象体戸数） 

近接空間 [％] 
（基準値以下戸数/対象体戸数） 

非近接空間 [％] 
（基準値以下戸数/対象体戸数） 

1 
秋田県能代市 

字高塙 165-1 

一般国道 

7 号 

100.0 
（224/224） 

100.0 
(68/68) 

100.0 
(156/156) 

2 
秋田県能代市 

字中関 42-1 

一般国道 

7 号 

100.0 
（77/77） 

100.0 
(17/17) 

100.0 
(60/60) 

3 

秋田県能代市 

鰄渕字一本柳

97-1 

一般国道 

7 号 
100.0 

（32/32） 
100.0 
(1/1) 

100.0 
(31/31) 

4 

秋田県能代市 

扇 田 字 道 地

145-1 

一般国道 

7 号 
100.0 
（6/6） 

100.0 
(1/1) 

100.0 
(5/5) 

5 
秋田県能代市 

字一本木地内 

東能代 

停車場線 

100.0 
（98/98） 

100.0 
(40/40) 

100.0 
(58/58) 

能代市全体％ 

（基準値以下戸数/対象体戸数） 

100.0 
(437/437) 

100.0 
(127/127) 

100.0 
(310/310) 

 



6 

○指定地域の振動調査 

調査地点： 秋田県能代市字中関 42-1 you 花 

調査実施日：令和元年 10 月 9 日 11:00 ～ 令和元年 10 月 10 日 11:00 

 

・基準について 

振動規制法による基準値は、以下に示すとおりである。 

  本調査地点での地域指定は近隣商業地域であるため、区域の区分は第二種区域と

比較した。第二種区域とは、住居の用に合わせて商業、工業等の用に供されている

地域で、その区域内の住居の生活環境を保全するため、振動の発生を防止する必要

がある区域及び主として工業等の用に供される区域であって、その区域内の住民の

生活環境を悪化させないため、著しい振動の発生を防止する必要がある区域である。 

 

 （昭和 51.11.10 環告 90,平成 5年環告 91）評価値：Ｌ10 

時間の区分 

区域の区分 

昼  間 

8:00 ～ 19:00 

夜  間 

19:00 ～ 8:00 

第一種区域 60[dB]以下 55[dB]以下 

第二種区域 65[dB]以下 60[dB]以下 

 

第一種区域及び第二種区域とは、それぞれ次の各号に掲げる区域をいう。ただし、必

要がある場合には、第一種、第二種区域をそれぞれ二区分することができる。 

 

（1）第一種区域 良好な住居の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要とする区

域及び住居の用に供されているため、静穏の保持を必要とする区域 

 

（2）第二種区域 住居の用にあわせて商業、工業等の用に供されている区域であって、

その区域内の住居の生活環境を保全するため、振動の発生を防止する必要がある区域

及び主として工業等の用に供されている区域であって、その区域内の住民の生活環境

を悪化させないため、著しい振動の発生を防止する必要がある区域 

 

 

ただし、上表に掲げる区域内に所在する学校、保育所、病院、患者の収容施設を有す

る診療所、図書館、特別養護老人ホーム（学校教育法、児童福祉法等関係法規で定めら

れているもの）の敷地の周囲おおむね 50 メートルの区域内における規制基準は、都道

府県知事等が規制基準として定める値（以下当該値）から５dB を減じた値以上とする

ことができる。 
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・振動測定結果について 

測定結果の振動レベルは、以下に示すとおりである。 

本調査地点の振動レベル（Ｌ10）は、昼間が 42[dB]、夜間が 31 [dB]未満と、いずれも基準値

を下回った。 

 

基準 

時間帯 

平均値 

時 間 区 分 
時間率振動レベル [dB] 

Lmax 
L5 L10 L50 L90 L95 

昼間（11時間帯）8:00～19:00  46 42 32 <30 <30 65 

夜間（13時間帯）19:00～8:00  37 31 <30 <30 <30 68 

 


